
元
文
二
年
　
丁
巳
　
一
七
三
七
　
四
十
九
歳

（
承
前
）

○
　
三
月
十
一
日
、
吉
宗
、
飛
鳥
山
に
行
き
、
遊
楽
。
信
遍
は
先
に
出
向

い
て
吉
宗
を
迎
え
る
。
こ
の
日
、
飛
鳥
山
を
金
輪
寺
に
下
賜
す
る
旨
の

上
意
あ
り
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

元
文
二
年
の
飛
鳥
山
碑
文
撰
文
は
、
信
遍
の
全
生
涯
に
お
い
て
頂
点
に
位
置

す
る
重
要
な
事
跡
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
文
人
と
し
て
の
名
声
は
文
字
通
り

不
朽
の
も
の
と
な
っ
た
。
幸
い
、
和
鼎
が
飛
鳥
山
碑
に
関
す
る
事
柄
を
集
成
し

た
『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
を
ま
と
め
て
お
り
、
撰
文
ま
で
の
経
緯
を
つ
ぶ
さ
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
鈴
木
淳
氏
に
「
飛
鳥
山
碑
と
徳
川
吉
宗
の
文
事
」

（
同
氏
『
江
戸
和
学
論
考
』〈
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
七
年
〉
収
録
）
が
あ
り
、

同
碑
撰
文
の
意
義
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

以
下
、『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
を
適
宜
引
用
し
つ
つ
日
を
追
っ
て
記
述
す
る
。

『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
の
本
文
は
、
便
宜
上
北
区
史
編
纂
調
査
会
編
『
北
区
史

資
料
編
　
近
世
１
』（
東
京
都
北
区
、
一
九
九
二
年
初
版
、
一
九
九
三
年
の
第

二
版
を
使
用
）
所
収
の
も
の
に
依
拠
す
る
。
た
だ
し
、
校
訂
に
問
題
の
あ
る
場

合
は
そ
の
都
度
指
摘
し
、
修
正
を
加
え
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
適
宜
濁
点
・
句

読
点
を
打
ち
直
し
た
。
な
お
、
当
該
頁
を
括
弧
に
入
れ
て
付
記
す
る
。

「
附
録
」
の
「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」（『
北
区
史
』
は
「
元
文
二
年
目
録
打

出
」、『
新
三
十
輻
』
巻
五
所
収
の
活
字
本
は
「
元
文
二
年
目
録
抄
出
」
と
翻
字

す
る
が
、『
北
区
史
』
の
底
本
と
な
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
飛
鳥
山
碑

始
末
』〈
請
求
番
号
二
一
一
・
四
五
一
〉
の
当
該
箇
所
を
見
る
と
、「
日
録
打
出
」

と
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
打
出
」
で
あ
る
が
、
記
事
の
内
容
か
ら
見
て
日
次
の

日
録
の
抄
出
と
考
え
る
べ
き
で
、
国
会
図
書
館
本
に
も
見
え
る
「
打
出
」
は

「
抄
出
」
の
誤
写
と
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
こ
こ
は
「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」

の
形
こ
そ
が
正
し
い
と
判
断
す
べ
き
で
、
そ
の
よ
う
に
修
正
を
施
し
て
掲
げ
る

1

一

久
保
田
　
啓
　
一

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
成
島
信
遍
・
飛
鳥
山
碑
・
幕
府
書
物
方
日
記
・
益
田
鶴
楼
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二

こ
と
と
す
る
。）
冒
頭
に
、

三
月
十
一
日
、
晴
、
今
朝
俄
に
飛
鳥
山
御
先
へ
可
罷
越
旨
、
山
州
被
申
達
、

宅
よ
り
直
に
罷
越
。（
七
二
頁
）

と
あ
り
、吉
宗
出
御
の
当
日
、信
遍
は
急
に
飛
鳥
山
行
き
を
指
示
さ
れ
た
ら
し
い
。

当
日
の
飛
鳥
山
で
の
宴
の
様
子
は
、「
恩
遇
」
に
、

元
文
二
年
三
月
十
一
日
の
御
成
に
二
度
侍
臣
に
宴
を
給
ひ
、
上
に
も
殊
に

御
機
嫌
よ
か
り
し
。
牧
野
宗
十
郎
・
丸
山
貞
庵
・
父
な
り
し
人
と
三
人
に
、

其
頃
唐
土
よ
り
献
じ
た
り
し
清
服
を
着
す
べ
き
よ
し
仰
下
さ
れ
、
皆
々
唐

服
を
着
し
、
唐
音
を
以
て
唐
詩
を
諷
詠
し
、
御
側
の
諸
臣
、
同
音
に
こ
れ

を
和
し
て
、
金
輪
寺
よ
り
飛
鳥
山
ま
で
舞
踏
し
て
の
ぼ
る
様
を
上
に
は
金

輪
寺
の
高
楼
よ
り
御
覧
あ
り
て
、
一
段
御
入
興
に
て
終
日
御
酒
宴
あ
り
。

其
様
誠
に
神
仙
の
遊
楽
も
か
く
や
と
、
飄
々
然
と
し
て
人
間
の
さ
ま
な
ら

ざ
り
し
よ
し
、
見
し
人
の
か
た
り
し
は
太
平
の
盛
時
此
上
や
あ
る
べ
き
。

や
が
て
宴
は
て
ゝ
、
彼
唐
服
は
い
づ
れ
も
ぬ
ぎ
て
返
し
奉
り
し
に
、
父
な

る
人
に
は
直
に
給
は
り
て
、
其
服
を
着
し
て
家
に
か
へ
る
べ
き
よ
し
仰
下

さ
れ
し
か
ば
、
唐
服
の
ま
ゝ
に
て
腰
刀
佩
て
二
里
余
り
を
か
へ
り
し
が
、

道
路
の
人
み
と
が
め
て
、
路
旁
の
児
童
は
手
を
打
は
や
し
て
跡
を
追
来
り

し
よ
し
、
こ
れ
又
古
今
未
曽
有
の
殊
遇
な
り
。（
六
六
頁
、「
路
傍
」
を

「
路
旁
」
と
訂
正
し
た
）

と
記
さ
れ
る
。
唐
服
を
賜
り
、
一
人
身
に
着
け
た
ま
ま
帰
宅
す
る
よ
う
吉
宗
に

命
ぜ
ら
れ
た
信
遍
に
は
、
自
ら
道
化
を
買
っ
て
出
た
よ
う
な
気
分
さ
え
漂
う
。

勿
論
そ
れ
は
至
福
の
時
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
お
も
な
随
行
者
は
「
盛
典
」
に

列
挙
さ
れ
る
（
六
三
頁
）。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
飛
鳥
山
で
の
酒
宴
は
、
和
鼎
十
一
歳
の
享
保
十
五
年
に

も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
「
恩
遇
」
に
和
鼎
自
身
「
其
時
を
の
れ
は

十
に
一
あ
ま
り
年
に
て
、
父
な
る
人
に
い
ざ
な
は
れ
、
其
宴
中
に
列
な
り
し
が
、

思
へ
ば
六
・
七
十
年
の
昔
に
て
今
に
お
ゐ
て
は
一
場
の
春
夢
の
ご
と
し
。」（
六

五
頁
、「
春
夏
」
を
「
春
夢
」
と
訂
正
し
た
）
と
回
想
し
て
お
り
、
そ
の
折
詠

じ
た
歌
を
も
記
録
し
て
い
る
の
で
、
確
か
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

記
事
に
よ
れ
ば
、
信
遍
は
「
常
に
御
側
に
め
し
て
寵
遇
あ
つ
き
河
合
久
円
・
水

谷
善
甫
・
糸
川
元
清
・
岡
本
善
悦
」（
同
）
と
と
も
に
宴
主
催
の
実
務
に
従
っ

て
い
る
。「
年
譜
稿
」
の
旧
稿
に
補
う
べ
き
事
項
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

吉
宗
が
飛
鳥
山
を
金
輪
寺
に
下
賜
す
る
旨
を
住
持
宥
衛
に
内
々
に
伝
え
た
の

が
三
月
十
一
日
だ
っ
た
こ
と
は
、「
盛
典
」
に
、

此
日
、
往
古
飛
鳥
山
に
明
神
の
社
は
い
づ
れ
の
地
に
か
あ
り
し
と
、
金
輪

寺
住
持
宥
衛
に
御
尋
あ
り
し
か
ば
、
今
程
御
放
鷹
の
頃
御
立
場
と
な
し
給

ふ
地
主
山
の
あ
た
り
な
る
べ
し
、
猶
覚
束
な
し
と
答
奉
る
。
其
日
飛
鳥
山

を
官
地
に
な
し
を
か
る
ゝ
に
よ
り
、
人
は
ゞ
か
り
て
花
見
に
く
る
人
な
し
、

衆
と
共
に
楽
し
む
意
に
応
ぜ
ず
、
金
輪
寺
に
下
し
給
は
る
べ
き
よ
し
、
上

意
あ
り
。
其
後
日
を
へ
て
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
よ
り
表
立
て
上
意
を
伝

ふ
。（
六
三
頁
）

と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』（
以
下
、『
実
紀
』
と
略
す
。）
巻
四
十
五

の
三
月
十
日
条
に
、
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け
ふ
飛
鳥
山
を
も
て
、
王
子
権
現
の
別
当
金
輪
寺
へ
寄
附
せ
ら
る
。

（『
新
訂
増
補
　
国
史
大
系
　
徳
川
実
紀
　
第
八
編
』
七
四

七
頁
。
以
下
、
同
書
の
引
用
に
際
し
て
は
編
の
数
と
頁
数
の

み
を
記
す
こ
と
と
す
る
。）

と
あ
り
、『
実
紀
附
録
』
巻
十
六
は
、

元
文
二
年
二
月
十
日
、
山
を
ば
王
子
権
現
の
祠
僧
金
輪
寺
宥
衛
に
た
ま
は

り
て
、
永
く
社
頭
に
寄
附
せ
ら
る
。（
第
九
編
三
〇
二
頁
）

の
よ
う
に
二
月
十
日
の
立
場
を
取
る
な
ど
、
宥
衛
に
吉
宗
の
意
向
が
伝
え
ら
れ

た
日
に
は
異
説
も
あ
る
。
た
だ
し
、『
実
紀
附
録
』
巻
十
六
の
二
月
十
日
は

「
二
」
と
「
三
」
の
誤
記
も
し
く
は
誤
植
の
可
能
性
が
高
く
、『
実
紀
』
巻
四
十

五
の
三
月
十
一
日
条
に
は
、
参
向
公
卿
の
引
見
の
あ
と
に
王
子
の
猪
狩
の
記
事

が
見
え
る
（
第
八
編
七
四
八
頁
）
の
で
、
や
は
り
三
月
十
一
日
の
出
御
当
日
に

宥
衛
に
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
の
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
日
が
信
遍
と
飛
鳥
山
碑
と
の
関
係
の
具
体
的
な
出
発
点
と

な
っ
た
。

○
　
六
月
二
十
一
日
、「
神
社
考
」
他
の
返
却
に
携
わ
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

御
側
衆
戸
田
肥
前
守
政
峯
が
「
神
社
考
」
他
大
量
の
書
物
の
返
却
に
当
っ
た

際
、
詰
番
の
書
物
奉
行
川
口
頼
母
に
対
し
、
信
遍
は
小
性
土
岐
左
兵
衛
佐
朝

直
・
小
堀
土
佐
守
政
方
の
申
し
分
を
伝
え
て
い
る
。

肥
前
守
殿
よ
り
左
之
通
御
下
ゲ
被
成
、
請
取
之
。
道
筑
及
対
談
候
処
、
土

岐
左
兵
衛
佐
・
小
堀
土
佐
守
被
申
聞
候
ハ
、
大
分
之
御
書
物
ニ
而
御
座
候

間
、
乱
雑
可
有
之
候
。
と
く
と
遂
吟
味
、
相
違
も
候
ハ
ゞ
明
日
ニ
て
も
可

申
上
候
。
相
違
無
之
候
ハ
ゞ
其
段
も
右
両
所
え
申
達
、
御
側
衆
え
も
御
届

可
申
上
候
。
且
又
、
下
り
候
内
差
札
所
々
有
之
、
道
筑
取
捨
候
得
共
、
取

残
シ
も
可
有
之
候
。
白
紙
ハ
其
分
ニ
而
候
得
共
、
若
少
も
文
字
在
之
差
札

御
座
候
ハ
ゞ
、
追
而
封
ジ
候
而
道
筑
迄
可
遣
旨
、
申
聞
之
。

差
札
の
取
り
除
き
の
よ
う
な
作
業
ま
で
信
遍
の
任
務
だ
っ
た
と
は
意
外
だ

が
、
い
か
に
和
漢
の
学
に
通
じ
て
い
る
と
は
い
え
公
に
は
奥
坊
主
に
過
ぎ
な
い

わ
け
で
、
こ
れ
が
信
遍
の
本
務
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

○
　
六
月
二
十
四
日
、
二
十
一
日
返
却
分
に
間
違
い
の
な
か
っ
た
旨
、
書

物
奉
行
深
見
新
兵
衛
か
ら
報
告
を
受
け
、
墨
付
の
差
札
を
受
け
取
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

去
ル
廿
一
日
下
り
候
御
書
物
共
不
残
相
違
無
御
座
候
旨
、
今
日
道
筑
迄
新

兵
衛
申
達
候
。
且
又
、
御
書
物
ニ
さ
し
は
さ
ミ
有
之
候
墨
付
之
小
札
包
候

而
、
是
亦
、
道
筑
え
相
渡
候
。

奥
で
の
閲
覧
の
心
覚
え
に
使
用
さ
れ
た
差
札
は
、
い
わ
ば
機
密
に
属
す
る
と

の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
か
。
深
見
新
兵
衛
は
点
検
の
結
果
を
信
遍
に
伝
え
、
律

儀
に
差
札
を
返
却
し
た
。
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四

○
　
六
月
三
十
日
、
御
側
衆
渋
谷
和
泉
守
良
信
返
却
分
に
含
ま
れ
な
い

「
寛
永
系
図
」
の
詳
細
を
書
付
で
知
ら
せ
る
よ
う
、
文
庫
側
に
伝
達
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

寛
永
系
図
之
内
ニ
別
御
用
ニ
付
、
残
り
候
も
可
有
之
候
間
、
相
改
候
而
、

追
而
何
冊
残
り
候
と
申
事
書
付
相
認
、
差
出
し
候
様
、
道
筑
申
聞
候
。

な
お
、
渋
谷
和
泉
守
が
返
却
し
た
も
の
の
う
ち
、「
寛
永
系
図
」「
諸
家
書
付
」

「
礼
儀
類
典
」
の
三
点
は
長
持
単
位
で
数
え
る
ほ
ど
に
大
量
で
、
当
日
の
点
検

が
叶
わ
な
い
た
め
、
済
み
次
第
信
遍
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
次
の
当
番
に
申
し
送

ら
れ
た
。

○
　
こ
の
年
か
翌
年
の
六
月
、
益
田
鶴
楼
が
六
十
五
歳
で
没
し
、「
鶴
楼

伝
」
を
撰
す
る
。

新
井
白
石
の
門
人
で
梁
田
蛻
巌
と
親
交
を
持
っ
た
益
田
鶴
楼
は
、
学
派
の
違

い
に
拘
わ
ら
ず
多
く
の
文
人
と
交
遊
し
、
家
産
を
蕩
尽
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、

一
種
の
奇
人
で
あ
っ
た
。
徳
田
武
氏
『
江
戸
詩
人
伝
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九

八
六
年
）
所
収
「
梁
田
蛻
巌
」
に
そ
の
人
と
な
り
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
参
考
ま
で
に
、
詩
友
を
求
め
る
こ
と
切
な
る
鶴
楼
の
心
情
を
察
す
る
資
料

と
し
て
、
河
口
静
斎
『
秉
筆
録
』（
祐
徳
稲
荷
大
社
中
川
文
庫
）
春
集
の
鶴
楼

に
関
す
る
記
事
を
引
い
て
お
く
。

田
伯
隣
、
増
田
助
右
衛
門
、
白
石
門
弟
、
詩
人
也
。
天
満
丁
ニ
五
霊
香
ト

云
看
板
ア
リ
。
鶴
ヤ
ト
云
テ
目
薬
屋
ナ
リ
。
ソ
レ
故
鶴
楼
ト
号
ス
。
大
久

保
山
城
守
此
人
ノ
弟
子
ニ
テ
、
鶴
楼
余
稿
ト
云
ヲ
蘭
亭
ガ
ア
ツ
メ
シ
ニ
、

今
大
久
保
家
ニ
ア
リ
。
此
鶴
楼
、
詩
ハ
ヨ
ホ
ド
ヨ
ク
ツ
ク
レ
リ
。
夫
故
詩

友
多
ク
、
八
月
十
五
夜
ニ
ハ
、
降
テ
モ
照
テ
モ
、
毎
年
詩
友
白
石
鳩
巣
観

瀾
等
ヲ
申
シ
請
テ
、
中
秋
会
ヲ
シ
タ
リ
。
後
ニ
ハ
白
石
御
近
習
ニ
ナ
ラ
レ

シ
故
、
町
家
ニ
行
事
ナ
ラ
ヌ
故
、
中
秋
ニ
ハ
私
宅
ニ
彼
詩
友
ヲ
ヨ
ビ
ア
ツ

メ
、
鳩
巣
ナ
ド
雨
天
ノ
時
コ
ト
ハ
リ
ヲ
イ
ヘ
バ
駕
ム
カ
ヒ
ヲ
ヤ
リ
テ
、
中

秋
会
ヲ
セ
ラ
レ
シ
。

鶴
楼
甚
ダ
白
石
ヲ
シ
タ
イ
タ
ル
者
ニ
テ
、
白
石
死
後
ニ
白
石
ノ
コ
ト
ヲ
彼

ガ
前
ニ
テ
イ
ヒ
ダ
ス
コ
ト
ナ
ラ
ザ
リ
シ
。
モ
シ
云
出
セ
バ
落
涙
シ
テ
懐
旧

ヲ
オ
コ
シ
ケ
ル
ガ
、
白
石
死
後
ハ
八
月
十
五
夜
ノ
月
ヲ
ミ
ザ
リ
シ
ト
也
。

鶴
楼
は
信
遍
や
高
野
蘭
亭
と
も
深
い
交
わ
り
を
有
し
た
。
宝
暦
十
二
年
三
月

に
江
戸
の
小
林
新
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
鶴
楼
遺
篇
』
三
巻
に
は
、
信
遍
と

の
応
酬
の
跡
を
留
め
る
詩
が
多
数
収
録
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
詠
作
年
次
を

特
定
で
き
る
も
の
が
な
い
。
巻
ご
と
に
詩
題
の
み
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

「
和
島
帰
徳
泛
舟
葛
西
遇
驟
雨
」「
和
島
帰
徳
桃
源
行
」「
和
島
帰
徳
訪
山
中

道
士
韻
五
首
」「
秋
雨
喜
帰
徳
至
得
月
字
」「
暮
雨
欲
来
留
島
帰
徳
和
其
歌
章
枕

字
戯
作
」「
和
帰
徳
上
牛
頭
山
作
」「
同
帰
徳
晩
秋
汎
舟
過
牛
頭
寺
和
韵
二
首
」

「
春
日
同
帰
徳
訪
隠
者
暮
帰
」「
和
島
帰
徳
社
日
韵
」「
再
用
前
韻
寄
帰
徳
」「
去

年
九
月
廿
五
日
同
帰
徳
飲
城
南
酒
肆
重
賦
此
寄
贈
」「
和
島
帰
徳
見
寄
韻
」「
同

帰
徳
和
高
子
式
韵
三
首
」「
中
秋
前
独
坐
対
月
寄
懐
帰
徳
」「
和
帰
徳
見
寄
懐
韵
」
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五

「
雨
後
帰
徳
見
過
席
上
和
夕
陽
連
雨
足
韵
」「
再
用
前
韵
答
帰
徳
見
和
」（
以
上

巻
之
二
）「
帰
徳
見
訪
席
上
和
其
韵
」「
和
帰
徳
見
酬
二
首
」「
寄
帰
徳
兼
簡
曇

華
」「
和
子
式
答
帰
徳
韵
」「
和
帰
徳
答
子
式
韻
　
帰
徳
喪
伉
儷
子
式
亡
恃
」

「
和
帰
徳
春
雨
同
江
忠
囿
見
過
韵
」「
和
帰
徳
見
寄
韵
」（
以
上
巻
之
三
）

こ
の
う
ち
、「
和
帰
徳
答
子
式
韻
　
帰
徳
喪
伉
儷
子
式
亡
恃
」
は
、
信
遍
が

先
妻
を
亡
く
し
た
の
と
蘭
亭
が
母
を
失
っ
た
の
が
時
期
的
に
近
い
こ
と
を
窺
わ

せ
る
が
、
長
男
和
鼎
が
生
ま
れ
た
享
保
五
年
正
月
二
十
四
日
（「
年
譜
稿
（
二
）」

〈『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
七
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
〉
七
三
頁
参
照
）
以
降
、

享
保
十
六
年
に
後
妻
が
三
女
ゆ
き
を
生
む
（「
年
譜
稿
（
六
）」〈『
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
』
五
六
巻
特
輯
号
一
、
一
九
九
六
年
一
二
月
〉
三
八
頁
）
以
前
と
し

か
限
定
で
き
ず
、
結
局
信
遍
と
蘭
亭
そ
し
て
鶴
楼
の
交
流
が
確
認
で
き
る
材
料

と
し
て
し
か
生
か
せ
な
い
。
隔
靴
h
痒
の
感
は
否
め
な
い
が
、
こ
れ
が
現
状
で

あ
る
。

鶴
楼
の
伝
と
し
て
は
服
部
南
郭
撰
「
鶴
楼
伝
」（『
南
郭
先
生
文
集
』
三
編
巻

七
所
収
）
が
最
も
著
名
で
あ
る
が
、
鶴
楼
が
来
客
を
切
望
す
る
こ
と
尋
常
な
ら

ず
、
ま
た
新
井
白
石
へ
の
尊
崇
の
念
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
述
べ
る
に
終
始
し
て
、

肝
心
の
素
性
や
没
年
月
日
、
享
年
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。「
今
年
六
月
鶴
楼

小
病
、
病
不
数
日
而
没
」
の
「
今
年
」
が
い
つ
な
の
か
を
な
ぜ
南
郭
が
書
き
漏

ら
し
た
の
か
、
不
可
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
基
本
的
な
伝
が
曖
昧
な

記
述
を
伴
っ
て
い
た
た
め
、
鶴
楼
の
生
没
は
今
も
っ
て
明
確
に
は
判
明
し
な
い

が
、
現
時
点
で
最
も
確
実
な
推
定
を
下
し
て
い
る
の
が
高
橋
昌
彦
氏
「
高
野
蘭

亭
伝
攷
（
上
）」（『
語
文
研
究
』
六
〇
号
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）
の
元
文
二

年
の
項
で
あ
る
（
同
氏
「
高
野
蘭
亭
伝
攷
（
下
）」
は
『
語
文
研
究
』
六
一
号

〈
一
九
八
六
年
六
月
〉
に
掲
載
）。
高
橋
氏
は
、「
鶴
楼
伝
」
を
含
む
『
南
郭
先

生
文
集
』
三
編
所
収
詩
文
の
詠
作
時
期
、
梁
田
蛻
巌
の
詠
じ
た
弔
詩
を
収
め
る

『
玉
壺
詩
稿
附
録
』『
蛻
巌
集
』
の
成
立
時
期
を
勘
案
し
て
、
鶴
楼
が
没
し
た
の

は
元
文
二
年
か
三
年
、
最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
は
元
文
二
年
と
考
証
し
た
。
首

肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
元
文
三
年
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
立
項
に
は
幅
を

持
た
せ
た
が
、
二
年
を
優
先
さ
せ
る
形
と
し
た
。
な
お
、
日
野
龍
夫
氏
『
服
部

南
郭
伝
攷
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）
も
高
橋
氏
の
見
解
に
従
っ
て
鶴

楼
の
死
を
元
文
二
年
と
し
て
い
る
。

信
遍
の
「
鶴
楼
伝
」
は
、
南
郭
の
作
と
比
べ
る
と
普
及
度
の
点
で
大
き
く
劣

る
が
、
鶴
楼
の
先
祖
に
つ
い
て
の
言
及
や
享
年
六
十
五
歳
と
の
明
言
が
存
す
る

な
ど
、
南
郭
の
伝
を
補
う
点
で
意
義
が
あ
る
。
も
っ
と
も
没
年
に
触
れ
な
い
の

は
南
郭
撰
と
同
様
で
、
逝
去
時
点
で
何
か
喪
を
伏
せ
る
必
要
で
も
あ
っ
た
の
か

と
推
測
し
た
く
な
る
く
ら
い
で
あ
る
。
五
弓
雪
窓
編
『
事
実
文
編
雑
編
』
巻
六

（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十
―

六
　
事
実
文
編
六
』〈
関
西
大

学
出
版
部
、
一
九
八
一
年
〉
所
収
）
と
原
念
斎
編
『
史
氏
備
考
』
巻
九
（
静
嘉

堂
文
庫
蔵
）
に
収
録
さ
れ
る
。『
史
氏
備
考
』
に
従
っ
て
本
文
を
掲
げ
る
が
、

常
用
漢
字
に
改
め
、
新
た
に
句
読
点
を
打
ち
直
す
な
ど
の
処
置
を
取
っ
た
。
な

お
、『
事
実
文
編
』
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
注
を
付
し
て
本
文
の
後
に
ま
と

め
て
示
す
こ
と
と
し
た
。
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六

又
伝

(

１)

鳴
鳳
卿

(

２
）

玄
尚
、
字
伯
隣
、
益
田
氏
。
其
先
佐
佐
木

(

３)

氏
、
当
室
町
氏
之
伯
。
世
為
著

姓
。
天
文
永
禄
間
、
天
下
瓦
裂
。
北
条
氏
起
相
中
、
拠
険
控
馭
関
東
。
益

田
氏
臣
北
条
氏
。
及
北
条
氏
亡
、
伯
隣
王
父
助
慶
、
遷
居
江
都
、
以
売
薬

為
生
。
至
伯
隣
三
世
、
隠
居
不
仕
。
人
号
益
田
隠
居
。
遂
因
生
致
富
焉
。

助
慶
生
玄
春
、
玄
春
生
玄
尚
。
玄
尚
幼
而
喪
父
。
母
矢
名

(

４)

氏
。
賢
善
治
生
、

家
道
甚
粛
、
貲
益
富
贍

(

５)

。
乃
延
経
術
文
雅
、
及
名
一
芸
者
、
与
玄
尚
交
遊
。

白
石
先
生
教
授
都
下
、
以
詩
聞
。
母
乃
命
玄
尚
就
学
。
業
成
、
詩
名
日
隆
。

清
新
温
藉
、
白
石
先
生
目
之
曰
、
丹
e

(

６)

画
山
水
、
以
其
繊
巧
善
体
物
也
。

有
楼
画
鶴
、
取
橘
汁
故
事
也
。
著
鶴
楼
集
若
干
巻
。
毎
与
播
磨
文
学
梁
景

鸞
友
善
。
千
里
唱
和
、
至
老
不
衰
。
宝
永
正
徳
間
、
都
下
数
火
。
鶴
楼
亦

数
罹
災
、
家
資
遂
傾
。
玄
尚
都
雅
而
楽
曠
、
善
謔
好
客
、
置
酒
撃
鮮
、
夜

以
継
日
。
家
資
由
是
滋
蕩
。
至
典
衣
供
客
。
冬
夏
著
一
褞
袍
晏
如
也
。
毎

語
人
曰
、
俾
吾
无
衣
、
不
可
无
客
也
、
俾
吾
无
食
、
不
可
无
客
也
、
俾
吾

无
廬
、
不
可
无
客
也
。
老
後
誦
詩

(

７)

三
万
六
千
余
首
、
誦
半
日
而
止
。
其
強

記
如
此
。
年
六
十
有
五
、
卒
于
家
。

（
１
）
直
前
の
服
元
喬
「
鶴
楼
伝
」
を
受
け
て
の
記
述
。『
事
実
文
編
』
に
は

「
鶴
楼
伝
」
と
あ
る
。

（
２
）『
事
実
文
編
』
に
は
「
鳴
島
信
遍
」
と
あ
る
。

（
３
）『
事
実
文
編
』
に
は
「
佐
々
木
」
と
あ
る
。

（
４
）『
事
実
文
編
』
に
は
「
失
名
」
と
あ
る
。

（
５
）
底
本
「
瞻
」。『
事
実
文
編
』
に
よ
り
「
贍
」
と
改
め
る
。

（
６
）『
事
実
文
編
』
に
は
「
丹
f
」
と
あ
る
。

（
７
）『
事
実
文
編
』
に
は
「
誦
語
」
と
あ
る
。

○
　
七
月
十
三
日
、
御
側
衆
巨
勢
縫
殿
頭
至
信
か
ら
「
宝
応
県
志
」
他
を

預
り
、
文
庫
へ
返
却
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

「
縫
殿
頭
殿
よ
り
左
之
御
書
物
道
築
を
以
御
渡
被
成
、
改
、
元
番
え
納
之

（
以
下
略
）」
と
あ
る
場
合
の
「
道
築
」
が
「
道
筑
」
を
指
す
こ
と
は
す
で
に
見

た
通
り
で
あ
る
。

○
　
七
月
十
八
日
、「
寛
永
系
図
」
未
返
却
分
が
三
十
七
冊
で
あ
る
旨
、

文
庫
側
か
ら
連
絡
を
受
け
、
了
承
す
る
。
（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

寛
永
系
図
、
六
月
晦
日
下
り
候
節
、
残
り
候
分
三
十
七
冊
在
之
旨
、
道
筑

え
今
日
相
達
候
処
、
相
心
得
申
候
由
、
申
聞
候
間
、
張
紙
い
た
し
置
候
。

六
月
三
十
日
に
文
庫
へ
伝
達
し
た
調
査
依
頼
が
こ
う
し
て
決
着
し
た
。

○
　
八
月
八
日
、
巨
勢
縫
殿
頭
が
差
上
げ
を
指
示
し
た
「
資
治
通
鑑
」「
歴

史
鋼
鑑
補
」「
二
十
一
史
」
を
文
庫
か
ら
受
け
取
り
、
縫
殿
頭
に
渡
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）
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七

日
記
本
文
に
は
「
持
参
い
た
し
候
処
、
道
筑
を
以
縫
殿
頭
殿
御
請
取
被
成
候
。」

と
あ
り
、
信
遍
が
出
勤
し
て
い
れ
ば
文
庫
と
吉
宗
側
近
と
の
書
物
の
受
け
渡
し

に
介
在
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
奥
坊
主
と
し
て
幕
府
の
貴
重

な
典
籍
の
出
納
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
信
遍
の
面
目
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

「
東
都
図
書
府
主
事
」
を
名
乗
る
根
拠
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。

○
　
八
月
十
九
日
、
文
庫
へ
出
向
き
、「
大
明
会
典
」「
大
清
会
典
」「
続

増
処
分
則
例
」
を
差
し
出
す
よ
う
伝
え
る
。（『

幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

今
日
、
道
筑
参
候
而
御
用
之
御
書
物
相
考
、
左
之
通
差
出
候
様
申
聞
候
。

則
御
殿
え
持
参
、
縫
殿
頭
殿
へ
差
出
之
。

こ
れ
ら
は
九
月
三
日
に
他
の
書
物
と
と
も
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

○
　
八
月
二
十
五
日
、
飛
鳥
山
碑
文
撰
文
の
上
意
を
承
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」
に
、

八
月
廿
五
日
、
雨
、
飛
鳥
山
碑
銘
被
仰
付
候
（
大
学
頭
殿
、
土
佐
守
殿
―

以
上
割
書
〈
引
用
者
注
〉）。（
七
二
頁
）

と
あ
り
、「
碑
考
」
に
も
、

元
文
二
年
八
月
廿
五
日
、
飛
鳥
山
へ
石
碑
を
建
給
ふ
べ
き
盛
意
に
よ
り
、

其
文
を
撰
し
奉
る
べ
き
よ
し
、小
堀
土
佐
守
・
土
岐
大
学
頭
、上
意
を
伝
ふ
。

と
明
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
日
を
以
て
撰
文
作
業
が
始
ま
っ
た
の
は
事
実
で
あ

ろ
う
。
内
閣
文
庫
蔵
「
略
譜
」
の
信
遍
の
項
に
も
、

元
文
二
年
八
月
廿
五
日
、
飛
鳥
山
金
輪
寺
え
御
寄
附
碑
石
吹
上
御
庭
よ
り

被
下
候
節
、
碑
文
并
熊
野
三
神
伝
著
述
清
書
共
被
仰
付
候
。
文
中
所
々
被

為
加
思
召
、
神
伝
は
神
庫
え
御
納
、
碑
文
は
彫
刻
出
来

と
あ
り
、
八
月
二
十
五
日
に
撰
文
の
指
示
が
下
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

た
だ
し
、
内
閣
文
庫
蔵
「
諸
家
系
譜
」
の
信
遍
の
項
で
は
、

元
文
二
巳
年
八
月
廿
八
日
、
飛
鳥
山
金
輪
寺
え
御
寄
附
碑
石
吹
上
御
庭
よ

り
被
下
置
、
碑
文
并
熊
野
三
神
伝
著
述
清
書
共
被
仰
付
、
文
中
処
々
被
為

加
思
召
、
神
伝
は
神
庫
え
御
納
、
碑
文
は
彫
刻
出
来

と
、
ほ
ぼ
同
文
な
が
ら
冒
頭
の
月
日
に
三
日
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
二
十
八

日
の
立
場
を
取
る
の
が
「
諸
家
系
譜
」
の
み
で
あ
る
こ
と
、「
諸
家
系
譜
」
の

日
付
記
載
に
往
々
に
し
て
誤
り
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
こ
は
二
十

五
日
と
認
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

○
　
九
月
三
日
、
戸
田
肥
前
守
よ
り
返
却
さ
れ
る
大
量
の
書
物
を
文
庫
へ

渡
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

「
左
之
御
書
物
、
肥
前
守
殿
よ
り
御
下
ゲ
被
成
候
。
道
筑
よ
り
受
取
。」
と
し

て
列
挙
さ
れ
る
の
は
八
月
に
奥
へ
差
し
上
げ
ら
れ
た
書
物
で
、
文
庫
側
の
点
検
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八

は
当
然
翌
日
回
し
と
な
っ
た
。

右
下
り
候
御
書
物
大
部
故
、
今
日
者
改
不
申
候
。
明
日
御
改
、
元
番
へ
御

返
し
可
被
成
候
。
自
然
相
違
有
之
候
ハ
ゞ
、
道
筑
へ
申
談
候
筈
、
今
日
申

置
候
。

そ
の
結
果
を
信
遍
に
伝
え
る
の
も
書
物
奉
行
の
大
切
な
任
務
だ
っ
た
。

○
　
九
月
十
五
日
、
南
紀
よ
り
飛
鳥
山
・
王
子
権
現
の
由
来
が
届
く
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

九
月
十
五
日
、
快
晴
、
南
紀
よ
り
飛
鳥
山
・
王
子
之
由
来
申
来
る
。（「
元

文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

ま
た
、
八
月
二
十
五
日
の
条
で
引
用
し
た
「
碑
考
」
の
本
文
に
続
け
て
、

其
文
料
と
し
て
金
輪
寺
に
秘
蔵
せ
る
旧
記
ど
も
を
i
田
助
八
し
て
め
さ

れ
、
熊
野
の
神
伝
は
、
其
頃
浅
草
観
音
寺
中
の
三
社
権
現
の
神
人
田
村
八

大
夫
成
政
、
両
部
神
道
の
灌
頂
の
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
に
は
か
り
、
又
寺

社
奉
行
大
岡
越
前
守
よ
り
紀
州
熊
野
神
人
鳥
居
源
之
丞
興
好
に
仰
下
さ

れ
、
神
伝
の
奥
旨
ど
も
奉
れ
り
。（
六
三
頁
、「
神
人
」
の
「
神
」
字
脱
、

原
本
に
よ
り
補
う
）

と
の
記
述
が
あ
り
、
大
岡
越
前
守
ま
で
動
員
し
て
の
資
料
収
集
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
材
料
は
そ
っ
く
り
信
遍
に
供
さ
れ
た
。

○
　
九
月
十
六
日
、
飛
鳥
山
で
宥
衛
と
対
話
す
る
。
（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
六
日
、
晴
、
飛
鳥
山
へ
罷
越
、
土
州
被
申
通
、
住
侶
へ
対
話
。（「
元
文

二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

小
堀
土
佐
守
の
仲
介
で
金
輪
寺
住
持
宥
衛
と
の
対
面
が
実
現
し
た
。
碑
文
撰

文
に
当
っ
て
の
挨
拶
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

○
　
九
月
十
七
日
、
吉
宗
の
碑
文
に
関
す
る
「
御
好
」
を
聞
く
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
七
日
、
晴
、
碑
文
御
好
有
之
、
明
日
迄
ニ
認
直
ス
。（「
元
文
二
年
日
録

抄
出
」、
七
二
頁
）

「
御
好
」
の
子
細
は
不
明
だ
が
、
八
月
二
十
五
日
の
項
で
引
い
た
「
略
譜
」

や
「
諸
家
系
譜
」
に
「
文
中
処
（
所
）
々
被
為
加
思
召
」
と
あ
り
、「
碑
考
」

に
吉
宗
が
碑
文
案
の
字
句
に
対
し
て
「
御
手
づ
か
ら
御
削
正
」（
六
四
頁
）
を

施
し
た
旨
を
記
す
の
で
、
吉
宗
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
注
文
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
明
日
迄
ニ
認
直
ス
。」
は
、
碑
文
の
草
稿
が
一
応
出
来
て

御
前
に
提
出
し
た
も
の
を
吉
宗
が
見
て
修
正
を
求
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
書
き
直

し
、
翌
十
八
日
に
再
提
出
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
お
く
。
こ

の
よ
う
に
草
稿
を
何
度
か
遣
り
取
り
し
て
文
案
を
固
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

○
　
九
月
二
十
三
日
、
小
堀
土
佐
守
よ
り
、
碑
文
を
服
部
南
郭
に
見
せ
る
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九

よ
う
指
示
を
受
け
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
三
日
、
碑
文
之
事
、
服
部
小
右
衛
門
へ
も
為
見
候
様
土
州
被
申
聞
、
持

参
之
筈
ニ
申
述
置
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

詩
文
の
令
名
高
い
南
郭
に
草
稿
を
見
せ
る
と
の
処
置
は
、
江
戸
の
詩
壇
に
お

け
る
南
郭
の
地
位
を
思
え
ば
当
然
と
い
え
る
が
、
幕
府
の
公
式
な
行
事
と
し
て

見
た
場
合
、
例
え
ば
奥
儒
者
や
林
家
の
当
主
を
さ
し
措
い
て
、
柳
沢
家
を
致
仕

し
て
江
戸
の
市
中
に
住
む
一
介
の
処
士
に
点
検
を
依
頼
す
る
こ
と
自
体
、
か
な

り
異
例
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
信
遍
に
と
っ
て
兄
弟
子
と
も
い
え
る
南

郭
を
尊
重
す
る
こ
と
に
異
論
の
あ
ろ
う
筈
は
無
く
、
出
来
次
第
南
郭
の
元
へ
持

参
す
る
と
返
答
す
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。

○
　
九
月
二
十
四
日
、
碑
文
撰
文
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
吉
宗
の
「
御
好
」

を
受
け
取
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
四
日
、
寒
雨
、
今
朝
碑
文
認
懸
候
処
、
御
好
申
来
り
、
明
後
日
可
罷
越

筈
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

二
十
四
日
、
い
よ
い
よ
定
稿
の
撰
文
に
取
り
掛
か
る
。
そ
こ
へ
吉
宗
か
ら
ま

た
「
御
好
」
が
届
い
た
。
勿
論
そ
の
趣
旨
を
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吉
宗
の
拘
り
の
程
が
窺
え
る
が
、
撰
文
の
当
事
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か
迷
惑
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
明
後
日
に
は
上
覧
に
供
す
る
予
定
が
立
っ
て

い
る
。

○
　
九
月
二
十
六
日
、
服
部
南
郭
の
点
検
を
経
た
碑
文
を
吉
宗
の
上
覧
に

備
え
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
六
日
、
碑
文
上
る
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

九
月
十
五
日
条
引
用
の
「
碑
考
」
に
続
く
部
分
に
、

こ
れ
を
参
考
し
、
文
な
り
て
、
其
頃
の
宿
儒
服
部
小
右
衛
門
元
喬
に
し
め

し
た
る
に
、
一
点
の
間
然
す
べ
き
な
く
感
服
せ
る
よ
し
、
書
簡
に
書
て
お

く
り
し
か
ば
、
其
文
を
浄
写
し
て
、
同
年
九
月
廿
六
日
に
御
覧
に
備
へ
け

る
に
、
御
機
嫌
こ
と
に
う
る
は
し
く
、
よ
ろ
し
く
出
来
せ
し
よ
し
、
上
意

あ
り
し
と
な
り
。（
六
三
〜
六
四
頁
）

と
あ
り
、
正
式
の
上
覧
前
に
南
郭
の
点
検
は
済
ん
で
い
た
。

○
　
九
月
二
十
九
日
、
碑
文
清
書
の
指
示
を
受
け
る
。
（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
九
日
、
碑
文
清
書
可
致
候
様
、
土
州
よ
り
下
る
。（「
元
文
二
年
日
録
抄

出
」、
七
二
頁
）

△
　
九
月
、『
南
郭
先
生
文
集
』
二
編
刊
行
。「
暮
春
集
錦
江
芙
蓉
楼
得
心
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十

字
」（
巻
三
）、「
同
子
和
過
帰
徳
」（
巻
四
）、「
題
島
帰
徳
芙
蓉
楼
蔵
賜

書
」（
同
）、「
墨
水
詞
八
首
寄
島
帰
徳
」（
巻
五
）、「
与
島
帰
徳
」（
巻

九
）
に
南
郭
と
信
遍
の
交
渉
を
見
出
す
。

『
南
郭
先
生
文
集
』
二
編
は
江
戸
の
須
原
（
小
林
）
新
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
掲
出
し
た
事
項
の
う
ち
、
巻
九
の
「
与
島
帰
徳
」
が
享
保
十
一
年
六
月
末

の
信
遍
養
母
の
死
去
を
受
け
て
発
せ
ら
れ
た
文
で
あ
る
こ
と
を
、「
年
譜
稿

（
五
）」（『
日
本
文
学
研
究
』
三
一
号
、
一
九
九
六
年
一
月
）
七
一
頁
で
考
証
し

た
。
他
の
詩
文
に
つ
い
て
は
明
確
な
年
次
を
決
定
で
き
な
い
。

な
お
、
天
理
図
書
館
所
蔵
『
芙
g
館
帖
』
巻
一
に
信
遍
自
筆
の
詩
「
南
郭
先

生
文
集
梓
成
詩
以
奉
寄
」
が
収
録
さ
れ
る
が
、
第
一
句
「
多
病
相
如
白
髪
年
」

は
、
南
郭
五
十
五
歳
、
信
遍
四
十
九
歳
に
し
て
は
老
け
過
ぎ
の
感
が
あ
り
、
延

享
二
年
の
三
編
、
宝
暦
八
年
の
四
編
の
い
ず
れ
か
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
便
宜
上
宝
暦
八
年
の
項
で
改
め
て
全
文
を
検
討
し
た
い
。

○
　
十
月
十
一
日
、
碑
文
の
文
字
様
を
改
め
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
月
十
一
日
、
碑
文
字
様
改
る
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

清
書
し
て
吉
宗
に
奉
呈
し
た
碑
文
の
文
字
を
、
こ
れ
か
ら
の
彫
刻
作
業
に
向

け
て
点
検
し
、
修
正
す
べ
き
は
修
正
し
て
準
備
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ

ろ
う
。

○
　
十
月
十
三
日
、
石
屋
を
連
れ
て
吹
上
御
殿
に
石
の
見
分
に
出
か
け
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
三
日
、
晴
、
石
屋
召
連
、
石
見
分
ニ
吹
上
御
殿
え
出
る
。（「
元
文
二
年

日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

「
碑
考
」
に
よ
れ
ば
、
作
業
に
当
っ
た
石
工
は
佐
平
治
と
い
っ
た
。

常
憲
大
君
の
御
と
き
、
紀
州
よ
り
献
ぜ
し
大
石
、
数
多
吹
上
の
御
庭
瀧
見

亭
の
ほ
と
り
に
あ
り
し
を
、
体
裁
宜
し
け
れ
ば
と
て
下
し
給
は
れ
り
。
彫

刻
せ
る
石
工
は
江
戸
八
丁
堀
の
辺
に
居
住
せ
る
佐
平
治
と
い
へ
る
が
つ
か

ふ
ま
つ
り
ぬ
。
此
佐
平
次
と
い
ふ
は
、
細
井
次
郎
大
夫
知
慎
よ
り
唐
刻
の

法
を
つ
た
へ
た
り
と
て
、
三
井
孫
兵
衛
親
和
が
吹
挙
せ
し
な
り
。
佐
平
次

其
石
を
我
屋
へ
申
下
し
て
、
か
り
屋
を
た
て
、
精
手
十
人
を
ゑ
ら
み
て
彫

せ
し
。
中
に
も
す
ぐ
れ
た
る
清
吉
と
い
へ
る
が
篆
額
を
ば
ほ
り
し
と
ぞ
。

（
六
四
頁
）

信
遍
と
同
行
し
た
の
は
こ
の
佐
平
治
で
あ
ろ
う
。

○
　
十
月
十
四
日
、
昨
日
の
石
見
分
で
石
に
5
が
れ
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

を
土
岐
大
学
頭
に
報
告
す
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
四
日
、
晴
、
石
見
分
之
処
、
j
有
之
、
其
段
大
学
頭
殿
へ
申
す
。（「
元

文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）
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十
一

○
　
十
月
二
十
日
、
石
屋
を
連
れ
て
吹
上
御
殿
へ
出
向
き
、
初
め
の
石
と

は
別
の
石
を
見
立
て
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
日
、
晴
暖
、
吹
上
へ
石
屋
召
連
罷
越
、
初
之
石
相
止
之
、
外
之
石
ニ
被

仰
付
見
立
候
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

十
四
日
に
見
つ
か
っ
た
j
落
が
問
題
と
な
っ
て
、
別
の
石
を
見
立
て
る
よ
う

命
が
下
っ
た
ら
し
い
。

○
　
十
月
二
十
六
日
、
石
碑
に
使
用
す
る
御
用
紙
二
十
枚
ほ
ど
を
受
け

取
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
六
日
、
石
碑
ニ
付
、
御
用
紙
廿
枚
程
請
取
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、

七
二
頁
）

こ
の
御
用
紙
は
最
終
的
な
清
書
用
と
考
え
ら
れ
る
。

○
　
十
月
二
十
九
日
、
石
屋
に
出
向
く
よ
う
連
絡
を
受
け
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
九
日
、
今
日
石
出
候
ニ
付
、
石
屋
か
た
へ
可
参
候
様
申
来
候
。（「
元
文

二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

新
た
に
見
立
て
直
し
た
石
が
佐
平
治
方
に
運
ば
れ
、
信
遍
に
も
実
見
の
た
め

に
出
向
く
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

実
際
に
彫
刻
の
作
業
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。「
附
録
」

が
「
貽
謀
録
」
を
引
い
て
、「
一
月
ば
か
り
が
程
し
て
彫
刻
な
り
ぬ
。」（
七
二

頁
）
と
記
す
の
で
、
十
月
末
に
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

○
　
十
一
月
六
日
・
七
日
、
碑
文
の
清
書
に
従
事
す
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
一
月
六
日
・
七
日
、
於
宿
所
碑
文
清
書
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、

七
二
頁
）

こ
こ
に
い
う
「
清
書
」
は
、
碑
石
に
直
接
貼
り
付
け
る
、
い
っ
て
み
れ
ば
版

下
の
よ
う
に
使
用
す
る
た
め
の
文
字
で
は
恐
ら
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

と
も
翌
日
に
出
向
い
て
清
書
を
石
工
に
渡
し
、
そ
れ
か
ら
彫
刻
が
始
ま
っ
た
と

見
な
す
べ
き
な
の
か
。
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば

八
日
か
ら
開
始
し
て
十
一
月
一
杯
に
は
作
業
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

然
同
文
を
清
書
し
て
幕
府
に
奉
呈
す
る
は
ず
だ
か
ら
、
こ
の
両
日
の
清
書
は
そ

ち
ら
の
方
に
充
て
て
い
た
と
見
て
、
彫
刻
は
十
月
末
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
い

う
の
が
現
在
の
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
一
月
ば
か
り
が
程
し
て

彫
刻
な
り
ぬ
。」
と
の
証
言
と
も
矛
盾
は
な
い
。
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十
二

○
　
十
一
月
八
日
、
碑
の
作
業
場
に
出
向
く
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

八
日
、
寒
、
石
碑
之
所
へ
罷
越
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
、

「
石
碑
」
の
「
石
」
字
脱
、
原
本
に
よ
り
補
う
）

信
遍
は
彫
刻
作
業
に
し
ば
し
ば
立
ち
会
っ
た
ら
し
い
。「
碑
考
」
に
は
、

父
な
る
人
、
常
に
石
工
が
あ
ら
た
に
つ
く
り
し
か
り
屋
に
至
り
、
監
察
せ

ら
れ
し
が
、十
一
月
二
日
、其
功
な
り
て
山
上
に
建
立
せ
ら
る
。（
六
四
頁
、

「
十
一
月
」
は
本
来
「
k
十
一
月
」
と
あ
る
べ
き
所
）

と
あ
り
、
信
遍
の
精
勤
ぶ
り
が
窺
え
る
。
佐
平
治
は
他
の
石
工
の
十
分
の
一
の

見
積
で
仕
事
を
引
き
受
け
た
と
い
う
「
真
率
な
る
正
直
な
る
心
」（「
附
録
」
所

引
「
貽
謀
録
」、
七
二
頁
）
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
仕
事
は
信
頼
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
信
遍
は
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
気
持
ち
に
張
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

○
　
十
一
月
十
二
日
、
石
工
の
作
業
場
へ
出
向
く
。（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

ま
た
、
文
庫
へ
「
奇
器
図
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
出
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

十
二
日
、
晴
、
石
工
え
罷
越
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

道
筑
よ
り
手
紙
到
来
、
奇
器
図
之
儀
考
可
申
旨
、
申
来
候
ニ
付
、
致
吟
味

候
へ
共
、
相
知
不
申
候
ニ
付
、
頼
母
殿
え
申
送
候
。（『
幕
府
書
物
方
日
記
』

十
三
）

十
一
月
八
日
条
か
ら
の
連
続
で
石
工
の
作
業
を
見
守
る
一
方
、
本
業
で
も
手

を
抜
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
当
日
の
詰
番
水
原
次
郎
右
衛
門
で
は
調
べ
が
つ

か
ず
、
翌
日
の
詰
番
川
口
頼
母
に
申
し
送
り
が
成
さ
れ
た
。
十
三
日
の
経
緯
を

見
る
と
、
信
遍
は
「
奇
器
図
」
の
閲
覧
を
申
し
入
れ
た
が
、
文
庫
側
で
は
所
在

が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

○
　
十
一
月
十
三
日
、
文
庫
か
ら
「
墨
譜
」
第
三
冊
に
入
っ
て
い
た
「
奇

器
図
」
を
渡
さ
れ
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

成
島
道
筑
昨
日
次
郎
右
衛
門
殿
え
申
越
候
欹

(

マ
マ)

器
図
、
墨
譜
三
ニ
有
之
候
間
、

致
持
参
、
道
筑
え
見
セ
候
。
暫
預
り
申
度
旨
ニ
付
、
三
ノ
冊
計
一
冊
、
道

筑
え
相
渡
申
候
。
右
者
伊
予
守
殿
御
頼
之
由
、
御
用
筋
ニ
而
者
無
御
座
候

得
共
、
御
書
物
道
筑
え
預
ケ
置
申
候
間
、
記
置
候
。

伊
予
守
は
若
年
寄
本
多
伊
予
守
忠
統
。
徂
徠
学
派
の
詩
人
と
し
て
「
猗
蘭
台

集
」
を
残
す
。「
御
用
筋
ニ
而
者
無
御
座
候
得
共
」
と
あ
る
の
で
、
幕
府
の
公

務
で
は
な
く
、
文
人
大
名
の
私
用
と
し
て
の
閲
覧
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
信

遍
は
、
身
分
的
に
は
隔
絶
し
た
上
司
な
が
ら
同
じ
学
派
に
属
す
る
詩
人
で
も
あ

る
忠
統
の
た
め
に
一
肌
脱
い
だ
わ
け
で
あ
る
。
忠
統
が
な
ぜ
「
奇
器
図
」
を
必

要
と
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
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十
三

○
　
十
一
月
十
七
日
、
飛
鳥
山
へ
行
く
こ
と
を
前
日
に
土
岐
大
学
頭
へ
申

告
し
た
上
で
出
か
け
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
七
日
、
飛
鳥
山
へ
可
罷
越
旨
、
昨
日
大
学
頭
殿
へ
申
、
今
日
参
る
。

（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

い
よ
い
よ
碑
文
建
立
の
下
検
分
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
　
十
一
月
二
十
日
、
本
多
伊
予
守
が
閲
覧
し
た
「
墨
譜
」
第
三
冊
を
文

庫
に
返
却
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

「
左
之
御
書
物
、
伊
予
守
殿
え
懸
御
目
、
相
済
候
由
ニ
而
、
道
筑
よ
り
請
取
、

元
番
え
納
之
。」
と
し
て
「
墨
譜
」
第
三
冊
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

○
　
十
一
月
二
十
四
日
、
飛
鳥
山
碑
の
書
付
を
小
堀
土
佐
守
に
提
出
す
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

廿
四
日
、
飛
鳥
山
裡

(

マ
マ)

之
書
付
土
州
へ
上
る
。
伺
之
通
相
済
。（「
元
文
二
年

日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）

「
書
付
」
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
碑
の
彫
刻
並
び
に
建
立
全
般
に
係
る
作

業
報
告
と
代
金
支
払
い
の
請
求
な
ど
が
決
済
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

以
上
、
飛
鳥
山
碑
関
係
記
事
を
並
べ
て
検
討
し
た
が
、
十
一
月
三
十
日
に
は

「
御
用
之
儀
」（（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二
頁
）
の
た
め
出
頭
を
命
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
信
遍
に
は
ま
だ
「
御
用
」
の
何
た
る
か
は
分
か
っ
て
い
な

い
。
信
遍
自
身
に
も
、
そ
し
て
成
島
家
の
歴
史
上
も
重
大
な
出
来
事
が
翌
日
に

控
え
て
い
る
の
だ
が
、
飛
鳥
山
碑
建
立
と
密
接
に
関
連
す
る
事
柄
な
の
で
、
以

下
は
碑
文
本
文
の
吟
味
と
と
も
に
次
号
の
検
討
に
回
し
た
い
。

（
未
完
）

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(C)
「
近
世

冷
泉
派
歌
壇
の
伝
存
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。



A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career (9)

Keiichi KUBOTA

I have written Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1737 in series. This paper

contains his achievement in 1737, the remainder of the chronological record (8), though it

is still incomplete.

In 1737, most important achievement is writing an epigraph of Asukayama Monument

under the order of the Tokugawa shogunate. He devoted himself to this work: collecting

data, improving a manuscript, and controlling stonemasons while he was engaged in

customary business.

成島信遍年譜稿（九）（久保田） 14

十
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